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ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
で
あ
る
川
端

康
成
の
小
説
「
波
千
鳥
（
な
み
ち
ど
り
）」

に
は
与
謝
野
寛
、
晶
子
の
歌
と
も
に
後

藤
是
山
の
歌
が
５
首
登
場
し
て
い
ま
す
。 

是
山
の
歌
は
、「
波
千
鳥
」
の
中
で
文

子
と
い
う
若
い
女
性
が
、
ま
だ
訪
れ
た

こ
と
の
な
い
父
の
郷
里
で
あ
る
大
分
県

竹
田
を
旅
す
る
時
、
そ
こ
が
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
か
惹
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
歌
と
し
て
出
て
き
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
人
物
と
し
て
実
名

こ
そ
出
て
き
ま

せ
ん
が
、
是
山

が
「
久
住
町
（
く

じ
ゅ
う
ま
ち
）

の
人
」
と
な
っ
て
、
文
子
の
父
が
子
供

の
こ
ろ
知
っ
て
い
た
人
と
し
て
登
場
す

る
の
で
す
。 

 

「
波
千
鳥
」
に
出
て
く
る
是
山
の
歌

は
、 

ふ
る
さ
と
の
山
の
心
の
や
さ
し
さ
の 

流
れ
出
で
た
る
水
の
音
か
な 

は
て
知
ら
ず
空
に
続
け
る
野
の
色
も 

幼
き
日
よ
り
我
を
染
め
け
ん 

な
ど
、
心
に
沁
み
わ
た
る
よ
う
な
歌
、

5

首
で
す
。
こ
れ
ら
の
歌
は
、
寛
と
晶

子
が
昭
和
６
年
と
７
年
に
来
熊
し
た
折
、

有
名
な
「
肥
後
清
遊
」
の
時
に
な
り
ま

す
が
、
是
山
が
工
藤
久
泉
（
く
ど
う
き

ゅ
う
せ
ん
・
歌
人
・
後
の
久
住
町
長
）

ら
と
と
も
に
二
人
を
竹
田
の
町
や
久
住

の
山
々
を
案
内
し
た
時
に
詠
ん
だ
歌
で

す
。
久
泉
は
、
寛
と
晶
子
の
こ
の
「
肥

後
清
遊
」
を
記
念
し
、
二
人
の
詠
ん
だ

歌
と
と
も
に
自
分
た
ち
の
歌
を
ま
と
め
、

昭
和

8

年
、
歌
集
『
久
住
山
の
歌
』
と

し
て
九
州
山
岳
会
か
ら
出
版
し
ま
す
。 

 

「
波
千
鳥
」
は
昭
和

28

年
か
ら

29

年

に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
歌
集
は

川
端
に
よ
っ
て
出
版

20

年
後
に
小
説

の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

是
山
は
晩
年
に
な
る
と
俳
人
と
し
て

の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
が
、
も
と

も
と
歌
人
と
し
て
も
著
名
で
、
寛
と
晶

子
が
主
宰
す
る
新
詩
社
の
『
明
星
』
同

人
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
寛
を

し
て
「
是
山
君
は
才
子
で
す
。
い
い
素

質
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
言
わ
し
め
る

ほ
ど
で
し
た
。 

寛
と
晶
子
の
２
回
に
わ
た
る
「
肥
後

清
遊
」
は
、
２
回
と
も
あ
い
に
く
雨
霧

が
深
く
、
と
う
と
う
久
住
山
の
全
貌
を

見
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

歌
集
『
久
住
山
の
歌
』
の
中
の
歌
を
読

む
と
、
こ
の
時
の
感
動
が
今
で
も
み
ず

み
ず
し
く
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。 

久
住
を
訪
れ
た
時
の
寛
と
晶
子
の
歌

の
中
に
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

大
い
な
る
師
と
近
づ
く
に
似
た
る
か
な 

久
住
の
山
に
ひ
か
る
る
心 

（寛
） 

久
住
山
阿
蘇
の
さ
か
ひ
を
す
る
谷
の 

外
は
襞
さ
え
無
き
裾
野
か
な
（晶
子
） 

こ
の
二
つ
の
歌
を
含
め
、
久
住
山
を

見
渡
す
飯
田
（
は
ん
だ
）
高
原
に
は
、

二
人
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
川
端
康
成
も
「
波
千
鳥
」
執

筆
の
た
め
、
昭
和

27

年
、
28

年
に
九

重
高
原
を
訪
れ
て
い
ま
す
。「
波
千
鳥
」

は
取
材
ノ
ー
ト
の
紛
失
に
よ
っ
て
残
念

な
が
ら
完
結
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
小
説
の
舞
台
と
な
っ
た
飯
田
高
原
に

は
、
昭
和

49

年
７
月
に
『
川
端
康
成
文

学
碑
』
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
高
原
が

美
し
く
描
か
れ
た
小
説
の
一
節
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。 
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是
山
入
門
（
そ
の
１
）
で
は
、
後
藤

是
山
（
本
名
・
後
藤
祐
太
郎
）
の
生
い

立
ち
か
ら
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
年
）
、

九
州
日
日
新
聞
社
（
以
下
、「
九
日
」
と

い
う
。）
を
退
社
す
る

48

歳
ま
で
を
辿

り
ま
し
た
。
今
回
の
（
そ
の

2

）
は
、

そ
の
後
の
生
涯
を
た
ど
り
ま
す
。 

 

◆
新
し
い
道
を
見
つ
け
る
た
め
上
京 

昭
和
９
年
、
九
日
の
監
督
で
あ
り
是

山
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
山
田
珠
一

が
亡
く
な
る
と
、
是
山
は
当
時
の
九
日

社
長
か
ら
言
わ
れ
ま
す
。 

「
あ
あ
た
に
は
や
め
て
も
ら
わ
ね
ば
な

ら
ん
」 

「
わ
か
り
ま
し
た
。
や
め
ま
っ
し
ょ
」 

売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
。
文
化
、
文

芸
面
を
重
ん
じ
る
是
山
の
考
え
方
と
政

党
機
関
紙
の
性
格
を
強
め
よ
う
と
す
る 

考
え
方
の
対
立
で
し
た
。
是
山
は
九
日

を
退
社
後
す
ぐ
に
上
京
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
自
分
に
で
き
る
新
し
い
も
の
を
探

す
た
め
の
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。
東
京

で
は
、
清
浦
圭
吾
、
安
達
謙
蔵
、
徳
富

蘇
峰
、
与
謝
野
寛
、
晶
子
、
堅
山
南
風

な
ど
に
会
い
ま
す
。
皆
が
是
山
の
今
後

を
心
配
し
、
是
山
を
応
援
し
ま
す
。 

蘇
峰
は
「
東
京
で
も
仕
事
は
あ
る
。

し
か
し
、
あ
な
た
に
は
熊
本
で
ま
だ
ま

だ
や
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
こ

と
が
あ
る
」
と
是
山
に
語
り
ま
し
た
。

是
山
は
そ
の
言
葉
で
、
熊
本
に
残
り
言

論
を
深
め
、
文
化
の
発
展
に
尽
く
す
こ

と
を
決
心
す
る
の
で
す
。 

 ◆
生
涯
一
記
者
と
し
て
の
出
発 

月
刊
誌
『東
火
』と 

旬
刊
誌
『西
海
時
論
』の
発
行 

昭
和
９
年

11

月
、
清
浦
圭
吾
や
徳

富
蘇
峰
の
勧
め
で
月
刊
「
東
火
」
の
発

行
を
始
め
ま
す
。
政
治
、
経
済
面
の
ほ

か
文
化
面
で
も
充
実
を
図
り
ま
す
。 

昭
和

11

年(

１
９
３
６
年)

７
月

15

日
発
行
の
『
東
火
』
を
見
る
と
、
蘆

花
の

10

周
年
忌
に
あ
た
っ
て
愛
子
夫

人
を
熊
本
に
迎
え
、「
蘆
花
翁
を
語
る
会
」

を
開
催
し
、
そ
の
記
事
を
一
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
コ
ラ
ム
に
は
熊

本
英
学
校
時
代
の
蘆
花
が
「
吾
輩
は
狂

人
で
あ
る
」
と
語
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
終
戦
の
年
の

12

月
に
は
新
聞

『
西
海
時
論
』
の
発
行
を
始
め
ま
す
。 

敗
戦
の
混
乱
の
中
で
の
発
行
に
際
し
、

「（
前
略
）
新
日
本
国
家
の
為
に
、
新
日

本
建
設
の
為
に
、
進
ん
で
難
局
に
当
た

ら
ん
と
す
る
先
憂
の
士
と
と
も
に
相
携

え
て
本
紙
を
培
養
し
、
本
紙
を
成
長
せ

し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
意
気

込
み
を
述
べ
て
い
ま
す
。『
西
海
時
論
』

は
月

2

回
の
発
行
か
ら
昭
和

28

年

に
旬
刊
紙
と
な
り
、
天
草
版
や
人
吉
版

な
ど
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
発
行
は
昭

和

34

年
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

 

◆
郷
土
史
家
と
し
て
の
貢
献 

是
山
は
、
昭
和

10

年
（
１
９
３
５
年
）

に
県
教
育
会
が
設
け
た
肥
後
文
教
研
究

所
の
所
員
と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す
。
主

任
は
郷
土
史
家
・
平
野
流
香
で
し
た
。

こ
こ
で
是
山
は
郷
土
史
研
究
の
新
史
料

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
後
に
流
香
の

後
任
と
し
て
主
任
と
な
り
ま
す
が
、
時

局
の
進
展
に
よ
り
、
研
究
所
は
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ま
た
、
昭
和

12

年
、
熊
本
城
跡
保
存

会
（
現
在
の
一
般
財
団
法
人
熊
本
城
顕

彰
会
）
が
西
南
戦
争

60

周
年
事
業
と

し
て
城
内
に
谷
干
城
像
建
立
の
計
画
を

し
ま
す
が
、
そ
の
際
も
銅
像
の
制
作
者

で
あ
る
彫
刻
家
・
朝
倉
文
夫
と
の
仲
介

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
更
に
昭
和

15

年
か
ら
同

19

年
ま
で
同
保
存
会
の
会

誌
『
熊
本
城
』
の
編
集
に
も
携
わ
り
熊

是
山
も
建
立
に
尽
力
し
た
谷
干
城
像
。
現
在
は
熊

本
城
内
か
ら
高
橋
公
園
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。 

 

後
藤
是
山
入
門
（そ
の
２
） 

〈
九
州
日
日
新
聞
社
退
社
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
〉 

世
を
嘆
く
一
老
記
者
で
あ
り
た
い 
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本
城
の
保
存
に
も
取
り
組
み
ま
す
。 

一
方
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
ラ
ジ
オ
出
演

も
多
く
な
り
、
昭
和

13

年
に
は
「
西
遊

の
頼
山
陽
」、
戦
後
も
「
郷
土
と
文
芸
」、

「
新
聞
の
今
昔
」
「
中
学
時
代
の
牧
水
」

な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
で
出
演
し
、
文
化

向
上
、
発
展
に
尽
く
し
ま
す
。 

 

◆
熊
本
県
近
代
文
化
功
労
者
と 

熊
日
社
会
賞
の
受
賞 

 

熊
本
県
教
育
委
員
会
は
、
昭
和

23

年
度
か
ら
広
く
近
代
文
化
の
発
展
に
貢

献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
だ
っ
た
者
を

「
熊
本
県
近
代
文
化
功
労
者
」
と
し
て

顕
彰
す
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の

第

1

回
は
、
横
井
小
楠
、
北
里
柴
三
郎

な
ど
で
す
が
、
是
山
は
そ
の

3

年
後
、

昭
和

26

年
度
第

4

回
に
顕
彰
さ
れ

ま
し
た
。

65

歳
の
時
で
す
。 

そ
の
後
昭
和

31

年
に
は
熊
日
社
会

賞
（
現
在
の
熊
日
賞
）
も
受
賞
し
、
そ

れ
ま
で
の
功
績
が
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 ◆

「熊
本
市
政
70
年
史
」や
「熊
本 

県
史
」な
ど
の
編
纂
に
取
り
組
む 

 

是
山
は
、
晩
年
に
な
る
と
市
史
や
県

史
等
の
監
修
や
執
筆
に
取
り
組
み
ま
す
。 

昭
和

34

年
（
１
９
５
９
年
）
の
市
政

施
行

70

周
年
を
記
念
し
た
『
熊
本
市

政

70

年
史
』（
昭
和

39

年
に
刊
行
）
は
、

熊
本
県
文
化
財
専
門
委
員
で
も
あ
っ
た

是
山
に
そ
の
著
述
が
依
頼
さ
れ
た
も
の

で
す
。
熊
本
市
政
の
リ
ア
ル
な
変
遷
を

知
る
一
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
『
熊
本
県
史
』
が
昭
和

33

年
か

ら

10

年
を
か
け
編
纂
さ
れ
ま
す
が
、

荒
木
精
之
ら
と
と
も
に
監
修
を
行
い
、

通
史
編
の
「
文
化
」
の
項
で
は
是
山
自

身
も
執
筆
し
て
い
ま
す
。
是
山
は
そ
の

中
で
、
熊
本
の
文
学
で
は
小
泉
八
雲
や

夏
目
漱
石
の
影
響
は
大
き
く
、
特
に
漱

石
は
熊
本
俳
壇
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と

は
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
評
価
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
頃
『
熊
本
県
議

会
史
』
の
編
纂
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

是
山
、

70

歳
代
の
頃
で
す
。 

◆
文
人
墨
客
と
し
て
の
生
涯 

 

『か
は
が
ら
し
』か
ら
『東
火
』へ 

 

是
山
の
「
文
人
墨
客
」
と
し
て
の
素

養
は
、
父
満
太
郎
か
ら
漢
学
を
学
び
始

め
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
深

い
教
養
の
中
で
、
古
人
の
詩
文
を
楽
し

み
、
自
ら
も
書
画
を
認
め
、
歌
や
俳
句

を
詠
み
、
文
人
墨
客
と
し
て
の
生
涯
を

深
め
て
い
き
ま
す
。 

 

是
山
の
中
で
、
活
動
の
大
き
な
柱
の

一
つ
と
な
っ
た
の
が
、
俳
句
誌
『
か
は

が
ら
し
』
の
発
行
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は

昭
和
２
年
に
俳
人
・
末
次
青
雉
（
す
え

つ
ぐ
せ
い
ち
）
ら
と
と
も
に
創
刊
し
た

も
の
で
、
の
ち
の
俳
誌
『
東
火
』（
月
刊

新
聞
『
東
火
』
で
は
な
い
。）
と
な
っ
て
、

昭
和

56

年
（
１
９
８
１
年
）、
是
山
が

95

歳
ま
で
発
行
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

九
日
を
退
社
す
る
ま
で
は
、
新
聞
社
の

仕
事
が
忙
し
く
青
雉
ら
に
任
せ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
そ
の
後
は
同
人
ら
と
と

も
に
積
極
的
に
吟
行
に
も
出
か
け
、
県

内
外
で
の
俳
句
指
導
や
講
演
を
行
っ
て

い
き
ま
し
た
。
俳
誌
『
東
火
』
の
同
人

は
、
九
州
各
県
か
ら
本
州
に
も
及
び
、

５
０
０
人
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

 

◆
熊
本
市
名
誉
市
民
と
な
る 

  

是
山
は
、
昭
和

45

年
（
１
９
７
０

年
）
に
県
文
化
協
会
設
立
に
あ
た
り
顧

問
に
推
さ
れ
、
熊
本
県
立
美
術
館
の
収

集
委
員
や
熊
本
博
物
館
協
議
会
委
員
な

ど
も
歴
任
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
昭
和

54

年
（
１
９
７
９
年
）、

是
山

93

歳
の
時
に
、
俳
人
・
中
村
汀
女

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
し

「
熊
本
市
名
誉
市
民
」
の
称
号
が
贈
ら

れ
ま
す
。 

そ
の
後
も
活
動
を
続
け
ま
す
が
、
昭

和

61

年
（
１
９
８
６
年
）
６
月
４
日
、

あ
と

4

日
で
１
０
０
歳
と
な
ろ
う
と

す
る
日
、
腎
不
全
の
た
め

99

歳
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。 

「
自
分
は
単
な
る
歌
人
で
は
な
い
。
ま

た
単
な
る
俳
人
で
も
、
単
な
る
郷
土
史

家
で
も
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
俗
塵
の
中

に
生
き
つ
つ
世
を
嘆
く
一
老
記
者
で
あ

り
た
い
」
と
自
ら
を
語
り
、
そ
れ
を
貫

く
人
生
で
し
た
。 

   

〈
参
考
文
献
〉 

後
藤
是
山
遺
文
「
そ
の
こ
ろ
」
後
藤
狷
士
編 

是
山
小
話 

 

後
藤
狷
士
編 

枯
木
山
賑 

 

橋
元
俊
樹
著 

後
藤
祐
太
郎 

古
川
重
人
著 

新
熊
本
市
史 

第
７
巻
・
第
８
巻 

熊
本
市 

熊
本
県
大
百
科
事
典 

熊
本
日
日
新
聞
社 

 
 

色
紙
に
揮
毫
す
る
是
山
。
（
淡
成
居
に
て
） 
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後
藤
是
山
記
念
館
の
敷
地
に
は
是
山

の
暮
ら
し
た
旧
居
『
淡
成
居
』
が
残
っ

て
い
ま
す
。
庭
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
こ

の
旧
居
は
、
静
寂
な
中
、
今
で
も
是
山

が
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
空

気
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。
今
回
は
、
茶

の
間
の
「
囲
炉
裏
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

玄
関
か
ら
『
淡
成
居
』
に
入
る
と
す

ぐ
左
に
台
所
へ
と
続
く
３
畳
の
茶
の
間

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
半
畳

に
も
満
た
な
い
小
さ
な
「
囲
炉

裏
」
が
切
っ
て
あ
り
、
そ
の
上
に

卓
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

是
山
は
炬
燵
を
使
わ
ず
、
こ

の
「
囲
炉
裏
」
を
使
っ
て
暖
を
取

っ
て
い
ま
し
た
。
夏
で
も
火
は

絶
や
し
た
こ
と
が
な
く
、
こ
こ

で
お
茶
を
飲
み
、
訪
れ
た
人
た

ち
と
も
談
笑
し
過
ご
し
た
そ
う

で
す
。
次
男
の
後
藤
狷
士
氏
に

よ
れ
ば
、
そ
ん
な
姿
こ
そ
是
山 

        

  を
も
っ
と
も
髣
髴
さ
せ
る
光
景
だ
っ
た

と
言
い
ま
す
。 

是
山
は
、
訪
ね
て
来
る
人
が
初
対
面 

で
も
滅
多
に
拒
む
こ
と
は
な
く
、
話
好

き
で
聞
き
上
手
、
ど
ん
な
人
の
話
で
も

好
奇
心
と
感
動
を
も
っ
て
聞
い
て
い
ま

し
た
。 

こ
ん
な
話
に
も
是
山
の
人
柄
が
し
の

ば
れ
ま
す
。
こ
の
「
囲
炉
裏
」
で
是
山

を
囲
ん
で
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
談
笑
す

る
姿
が
見
え
て
き
そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

                           

                        

  

玄
関
か
ら
入
っ
て
す
ぐ
左
の
「
茶
の
間
」
。
囲
炉

裏
の
湯
で
お
茶
を
入
れ
、
談
笑
す
る
是
山
。  

第 2号 
 熊本市後藤是山記念館だより 

淡 成 居 
発行日 
令和６年(２０２４年)９月８日 
編集・発行                     
熊本市後藤是山記念館長 植木英貴 
（熊本市文化財課所管） 

〒860‐0950 
熊本市中央区水前寺２丁目６‐10 

電話・ファックス 
０９６‐３８２‐４０６１ 

開館時間 
午前９時 30分～午後４時 30分 
休館日 月曜日（祝日の場合は翌日） 

年末年始（12/29～1/3） 
入館料 大人 ２００円 

小人 １００円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
藤
是
山
記
念
館
へ 

行
こ
う
！ 

 

 

熊本市記念館探訪 

夏目漱石内坪井旧居（中央区内坪井町 4‐22） 

是山らの主宰した「かはがらし」 

は、漱石の五高教授時代の俳句結 

社「紫溟吟社」の流れを汲んでい 

ます。 

そういう関係もあって、是山は 

松岡 譲氏（漱石の長女・筆子の 

夫）との交流も深くなり、昭和 3 

年（漱石 13 回忌の年）に鏡子夫人と松岡氏が来熊した際、

『草枕』ゆかりの地や漱石夫妻が住んだ旧居の案内を依頼

されます｡ 

そのとき内坪井旧居に寄った際、是山はよほどうれしか

ったのでしょう。筆子の産湯に使った井戸のところで筆子

が生まれた時の漱石の句を思い出し、「海鼠の如きは少々恐

れ入る。ここは産湯の水の井戸だ、七五三縄（しめなわ）で

も張ったらどうです（『ああ漱石山房』松岡 譲著）」と、是山が珍

しく冗談を言ったそうです。夏目漱石内坪井旧居にも楽しい

エピソードがたくさんありますね。 

（夏目漱石内坪井旧居 096-325-9127） 

 

 

茶
の
間
に
切
ら
れ
た
「
囲
炉
裏
」 

（
参
考
文
献
） 

是
山
小
話 

後
藤
狷
士
編 

 


